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1
日
　
狩
猟
解
禁

3
日
　
文
化
の
口

　
　
神
之
浜
、
池
田
大
相
撲

　
　
　
宿
利
原
校
区
相
撲
大
会

四
ヶ
町
村
婦
人
大
会

町

青
自
団
体
育
大
会

町
布
林
入
札

大
隅
地
区
駅
伝
大
会

勤
労
感
謝
の
日

　
四
ケ

町
村
r
年
団
体
育
大
会

　
　
　
く
於
根
占
町
）

◎
青
少
年
保
護
竹
成
運
動
月
間

◎
第
二
次
経
済
自
立
化
運
動
推

　

進
運
動
月
間

◎
公

明
選
挙
強
調
期
間

※
お

わ
び
＝
事
故
の
た
め
、
発

行
が
お
く
れ
ま
し
た
。
来
月
は

十
日
発
行
と
な
り
ま
す
。
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酵
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鱒
2
8
掴
翼
諜
纏
離
酬
顯
百

み
瑞
顯
酷
露
訓
甥
諌
誤
籠
踊
懐
魏
四
詞
饗

Nあ
る
が
’
そ
の
後
七
ケ
年
の
問
に
社
会
経
済
の
情
勢
が
変
り
新
し
い
時
一

　
一
代
に
即
応
し
た
も
の
に
改
め
る
時
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
目
的
は

　
，
第
一
次
経
済
自
立
化
運
動
と
変
り
は
な
い
が
基
本
方
針
を
堅
持
し
2

　

て
重
な
的
に
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
゜
　
　
一

※
実
施
要
導
の
統
一
活
動
を
更
に
振
起
し

　
領

　
　
　
」
こ
の
滲
透
に
万
全
を
期
す
る

　
　
　
　
　
・
◎
各
種
共
進
会
、
競
作
会

本
運
動
の
基

本
運
動

方
趣
の
開
催

で
あ
る
技
術

　
　
　
　
　一

技
術
の
滲
透
を
期
す
る
た
め
従

の

統
一
滲
透
．
来
市
町
村
、
部
落
等
で
各
秤
共

籠
醜
魎
磁
篤
籠
雛
語

は

こ
れ
を
そ
「
た
め
地
域
の
実
情
に
即
応
し
た

の

ま
ま
踏
襲
自
主
的
な
も
の
或
は
総
合
的
な

し
次
の
要
領

に

よ
っ
て
行

う
こ
と
と
す

るω

農
林
漁

　

業
技
術

　

の

滲
透

◎

市
町
村

　

技
術
連

絡
協
議
会

砺
運
動

j従
来
同
様
市
町
村
は
農
業
改
良

一普
及
員
、
市
町
村
技
術
員
、
農

一

協
そ
の
他
の
関
係
技
術
員
を
も

1一
っ

て

組

織
す

る
技
術
員
連
絡
協

議
会
を
一
層
活
用
し
て
技
術
指

t

方
法
を
考
慮
す
る
な
ど
し
て
こ

の
活
用
を
一
層
促
進
す
る

※

部

落
組
織
の
整
備
強
化

◎

組
織
の

適
正
化

市
町
村
は
部
落
組
織
の
規
模
を

こ
の
際
改
め
て
検
討
し
合
理
的

な
生
産
共
同
体
、
生
活
共
同
体

と
し
て
適
切
な
地
域
集
団
を
再

編
成
す
る

◎

規
約
の
整
備
と
改
正

部
落
の
規
約
は
部
落
員
の
意
思

の

統
1
上
当
然
整
備
し
て
お
く

べ

き
で
あ
る
が
現
状
は
必
ず
し

も
そ
う
で
な
く
尺
慣
行
意
識
で

こ
れ
を
運
営
し
て
い
る
も
の
が

多
い
の
で
第
二
次
経
済
自
立
化

運
動

の
展

開
を
機
会
に
全
組
織

を
あ
げ
て
こ
れ
を
整
備
す
る

◎
部

制
、
班
制
の
整
備

部

落
組
織
は
あ
ら
ゆ
る
目
的
を

も
つ
集
団
で
あ
る
の
で
目
的
部

門
別
（
平
た
く
云
え
ぽ
農
産
、

水
産
、
畜
産
、
文
化
等
）
に
部

制
を
設
け
実
践
活
動
す
る
こ
と

が
推
辿
上
最
も
必
要
で
あ
る
が

極
力
部
制
の
実
施
に
努
め
る
こ

と
’
但
し
部
落
は
地
域
集
団
で

も
あ
る
の
で
班
制
を
実
施
す
る

こ
と
も
活
動
上
切
実
な
も
の
で

あ
る
か
ら
班
制
に
つ
い
て
も
再

検

討
し
て
こ
の
適
正
化
を
期
す

る◎

役
員
の
選
出
と
任
期

部
落
組
織
の
中
の
中
心
と
な
る

役
員
の
人
選
と
任
期
の
適
否
は

組

織
そ
れ
自
体
の
運
営
活
動
に

重
要
な
意
味
を
も
つ
だ
け
で
な

v
本
運
動
の
目
的
達
成
に
及
ぼ

す
影
響

も
又
重
大
で
あ
り
事
情

の

計
す
限
り
よ
り
よ
き
人
選
と

任
期
の
適
切
に
つ
と
め
る
こ
と

◎
部
落
興
農
（
林
漁
）
推
進

　

委
員
の
設
置

部
落
興
農
推
進
委
員
は
専
ら
生
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教
育
こ

委
員
ー

久
米
美
裕
氏
選
任

十

月
の
町
議
会
か
ら

　
十
月
十
三
日
第
七
回
臨
時
町

議
会
、
二
十
八
日
に
第
八
回
臨

時
町
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た

の

で
、
そ
の
も
よ
う
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

議
案
五
七
号
、
町
道
の
号
級
、

名
称
の
変
更
と
里
道
の
町
道
編

入

に

つ
い
て
　
＝
＝
原
案
可
決

※

別
表
の
と
お
り
（
前
議
会
で

　
建
設
委
付
託
と
な
つ
て
い
た

　
も
の
）

議
案
六
三
、
六
四
号
、
土
地
の

取
得
と
持
売
に
つ
い
て

　
　
　
　
＝
腺
案
可
決

※

桜
原
部
落
の
国
有
地
払
下
に

仔
う
事
務
的
措
置
て
あ
る
。

議
案
六
五
［
7
ア
　
土
地
の
特
売
に

つ
い
て

‖
原
案
可
決

※

県
道
改
良
工
事
に
伴
い
’
町

有
の
宅
地
（
木
原
に
所
在
）
八
七

坪
を
大
橋
上
の
大
園
ア
キ
さ
ん

に
九

二
、
八
o
七
円
以
上
y
g

売
し
ょ
う
と
す
る
も
の

議
案
六
六
～
六
八
号

災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契
約
締

結
に
つ
い
て
‖
川
朱
可
次

※

1
、
長
谷
侮
川
堤
災
害
復

旧
工
事
、
工
事
費
百
二
↓
π
万
一

円
鹿
屋
市
川
畑
組

2
、
山
ノ
ロ
衙
片
堤
災
害
復
旧

H
事
、
工
事
費
六
百
二
寸
八
力

円
、
本
町
、
森
永
弛
設

3
、
堂
ノ
元
川
磁
片
災
W
復
旧

工
事
八
十
三

が
八
千
円

　
　
　
本
町
佃
永
組

議
案
六
九
力
版
育
委
1
1
の
選
什

に

つ
い
て

＝
原
案
可
決

※

前
田
友
二
氏
の
任
期
満
r
に

一よ
り
後
任
に
久
米
美
裕
氏
を
選

　

任纏鴎
自
剛
鰐
澱
契

※
町

の

建
設
事
業
の
た
め
、
一

九

五
八
年
型

ト
ヨ
タ
四
輪
ト
ラ

ツ

ク
五
ト
ン
積
＝
＝
－
r
÷
1
1
台
を

鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
K
K
か

ら
購
入

議
案
七
一
号
、
土
地
の
購
入
に

　
つ
い

て
　
＝
原
案
可
決

｝※

公
肖
仕
宅
敷
川
と
し
て
神
川

一

に
L
工
地
三
八
二
川
を
1
1
十
1
1
万

八

千
石

百
円
で
古
一
川
好
故
か
ら

一

購
入

ー
ー
ム
Y
◆
Φ
◆
†
　
　
ー

　

教
育
委
員
長
に

　
　
　

久
米
氏

教

育
長
に
新
原
氏
就
任

十
月
十
九
日
の
教
育
委
員
会
互

選
の

結
果
、
新
人
事
を
次
の
と

お

り
決
定
し
た
委
員
長
久
米
美

裕
教
育
長
新
原
兵
助

産
者
の
生
産
活
動
を
振
起
活
発

化
す
る
た
め
の
基
本
的
役
割
を

果
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
新
し

い
制
度
で
あ
っ
て
部
落
組
織
の

役
n
と
せ
ず
部
落
長
の
委
嘱
を

受
け
て
次
の
よ
う
な
任
務
に
従

事
す
る

L
振
興
計
一
画
に
必
嬰
な
某
礎
調

　
査
N
’
L
振
興
計
．
画
案
の
川
樹
立

あ
部
落
長
に
対
し
同
計
画
実
施

　
　

に

つ
い

で
の
進
宮

4
川
画
実
施
に
伴
う
部
落
員
の

　

実
際
活
動
に
対
す
る
推
進

5
振
興
引
画
の
実
績
と
り
ま
と

め

推
進
委
員
は
前
項
の
よ
う
な

主

要
な
任
務
を
負
う
も
の
で
あ

る
か
ら
部
落
の
総
会
で
自
主
的

に

民
主
的
選
出
し
任
期
は
な
る

べ

く
長
期
〔
五
年
位
）
に
従
事
す

る
も
の
と
す
る
推
進
委
員
の
数

は

大
体
次
の
と
お
り
と
す
る

三
〇
戸
以
下
二
名
乃
至
三
名
三

o
乃
至
五
〇
戸
三
名
乃
至
四
名

五
〇
戸
以
上
四
名
乃
至
五
名

※

実
践
研
究
グ
ル
ー
プ
と

　

各
種
団
体
の
育
成
強
化

④
で
延
る
部
藩
振
興
計
画
の
実

践
や
技
術
の
未
端
滲
透
を
計
る

た

め

生
産
、
生
活
等
の
実
践
グ

ル

ー
プ
と
　
　
団
休
の
活
動
に
一

期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

の

で

こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
団
体
を
　

よ
り
一
層
育
成
強
化
す
る
も
の

と
す
る

．

※

部
落
振
興

計
画
の
推
進

粁

済
目
立
化
運
動
は
史
施
当
初

一

の
趣

旨
に
み
る
と
お
り
部
落
組

織
そ
れ
自
体
か
白
上
的
に
部
落
・

振
興
計
幽
を
樹
立
し
て
そ
の
目
一

的
達
成
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
「

し
て
い
た
が
、
実
情
は
こ
の
計
一

画
は
難
申
と
し
て
敬
速
さ
れ
他
・

か
に
優
良
団
体
か
こ
れ
を
弐
施
一

し
た
る
に
過
ぎ
ず
弟
二
次
粁
済
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　

魏
麟
舗
酬
霞
き

県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
一
斉
に
；

こ
れ
を
励
行
す
る
も
の
と
す
る
一
．

、

こ
の
振
興
計
画
は
県
の
長
期
一
．

r
，
…
，
，
，
，
1
一
息
，
，
．
，
，
，
，
，
，
，
“
“
，
－
－
－
－
，
，
，
，
．
，
，
，
，
，
，
，
．

石

こ
ろ
部
落
に
咲
く

　
美

し
い
花

とこ
石ろ
の：
ころ

l

う
が
り
多
き
皆
倉
と
い
え
ぽ

、

町
内
に
仕
む
老
若
男
女

あ
s
あ
の
石
坂
の
け
ぐ
ら
か

と
た
れ
も
が
う
な
つ
く
部
落

て

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ

の
石

こ
ろ
多
き
部
落
に
も
長

年
石
の

下
に
も
ぐ
っ
て
い
た

白
百
合
の
根
か
こ
の
春
よ
う

や

く
芽
を
出
し
、
十
月
七
日

大
き
な
花
が
婦
人
会
員
の
心

　
一
丸
と
床
し
さ
を
に
お
わ
せ

皆
倉

上
　
徳
永
幸
子

ま
し
た
。
有
村
ふ
み
子
さ
ん

と
中
俣
は
つ
ぎ
く
さ
ん
は
、

永
い
婦
人
会
生
活
に
体
験
多

い

優
し
い
会
員
て
す
が
、
優

し
さ
勝
っ
て
意
見
は
会
場
に

姿
を
出
さ
ず
’
か
げ
の
言
葉

を
婦
人
会
運
営
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
と
n
標
が
定
ま
り
、

二
人

の

意
見
を
引
き
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
二
人

の
考

え
は
一
石
こ
ろ
で
足
が

か

り
は
悪
く
と
も
心
床
し
さ

が

ゆ
え
に
住
み
よ
い
け
ぐ
ら

引

に

し
ま
し
ょ
う
　
と
全
目
助
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

け
合
い
運
動
を
さ
け
ぽ
れ
「

ヘ
ム
ー
1
の
中
で
病
気
に
苦
し
む

人
に
は
会
員
協
力
し
て
、
た

・

ざ
木
な
り
草
な
り
を
持
ち
寄

っ

て

な
ぐ
さ
め
合
い
ま
し
ょ
：

う
一
と
の
意
見
に
は
会
［
p
t
　
1
　
l

同
大
賛
成
’
、
最
初
の
助
け
合
、

い
迎
動

を
十
月
七
n
に
兜
、
行
．

し
、
長
い
病
気
の
た
9
た
き
　

本
に
不
足
さ
れ
て
い
た
D
て
．

、
朗
長
の
下
で
着
々
と
た
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

木
は
寄
せ
ら
れ
お
宅
へ
と
ど

け
ま
し
た
ら
病
気
に
な
や
む
朋

会
貝
は
も
ち
ろ
ん
、
御
主
人
｝

も
非
常
に
喜
ん
で
下
さ
い
ま

し
た
。
人
の
苦
し
み
は
我
か

苫
し
み
で
あ
り
’
人
の
楽
は
l

我
が
楽
で
あ
る
と
会
貝
一
同
｝

の

明
る
い
話
題
を
呼
び
起
し
…

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已

農
業
計
画
を
勘
案
し
て
昭
和
三
（
防
災
営
農
を
H
体
と
す
る
）
水
の
向
上
無
駄
の
排
除
家
族
計
画
初
経
済
自
立
化
運
動
と
同
様
こ
一

五
年
度

を
起
点
と
し
て
五
ケ
年

計
画
と
し
知
事
、
市
町
村
長
は

翻
鞠霞
醐
認
麺
迦
纏
翻
讐
（
特
用
林
誌
麟
離
い

稲
三
石
廿
し
ょ
八
〇
〇
貫
増
牧
②
部
落
、
家
族
訓
画
の
民
主
化
一
の
実
践
酒
動
を
促
進
す
る
た
め

達

成
　
　
　
　
、
部
蕪
織
響
の
民
主
化
、
知
霞
優
秀
な
実
讐
上
げ
辻

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

運
動

の
日
的
達
成
上
県
が
期
待
．
含
む
）
雑
竹
林
の
改
柏
　
　
　
環
境
衛
生
の
改
善
、
疾
病
の
早
制
さ
れ
た
も
の
は
永
く
そ
の
成
［

す

る
主
要
目
標
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
一
僑
沼
岸
漁
業
の
紺
持
増
殖
魚
類
期
発
見
と
早
期
冶
療
　
　
　
　
果
は
期
待
さ
れ
な
い
の
で
あ
く
．

）
は
次

の
如
き
も
の
で
あ
る

◎

農
林
漁
業
部
門

＠
反
牧
一
〇
万
円
農
業
の
確
立

ltttlt≡
l
l
自
裏
藍
鯵
匿
医
養
庄
陛
登
是
§
江
＝
三
」
工
廷
嵩
三
三
一
l
l
l
l
l
l
i
l
l
i
l
i
l
l
H
l
l
t
H
1
1
1
i
l
l
l
l
l
l
l
f
i
l
l
M
t
t
t
套
≡
エ
≡
≡
1
1
M
l
＝

路線名延長（米）

町道認定線

毛下線　1010

命苫線　1756

宮田線　1955
白水線　5365
上ノ宇都線1408
迫平線　606
海岸線　1116
北町中央線　205

天神下線　　310

段中野線　3035
中萩線　2846

小計11線19612
合計36線　76722

｝団
体
を
審
査
し
て
選
賞
す
る
が

一只
県
や
市
町
村
の
天
降
り
的
強

貝
類
、
藻
類
の
増
殖
　
※
結
ひ
　
　
　
罷
そ
の
部
落
団
体
が
皇
的

◎

生

活
部
門
　
　
　
　
　
以
上
第
二
次
経
済
自
立
化
運
動
に
自
力
を
も
っ
て
実
践
に
あ
た
一

＠
よ
り
ょ
い
生
活
の
確
立
体
位
の
大
要
を
申
述
べ
ま
し
た
が
当
る
こ
と
が
強
v
望
ま
れ
て
い
る

4
e
■
t
M
l
l
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l
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l
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－
t
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M
．
n
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一
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．
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三
■
●
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＝
H
I
●
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一
U
●
●
I
H
t
4
e
■
1
＝
t
t
●
t
t
l
l
一
t
●
e
l
t
m
●
●
＝
1
1
m
●
“
芸
－
“
“
コ
e
e
t
t
m
－
e
l
t
三
●
●
’
三
一
■
●
’
二
＃
●
■
E
亀

覧町　道　一
路線M延長（米）

　2号町道

路線名延長（米）

　5号町道

馬場中原線　3755

山　添　線　3226

鳥井戸線200

大　橋　線　246

新　町　線　348

弓場下線153

平　下　線　1424

せり甘］場線　　241

小　計8線　9593

柴　、’k　線

城　元　線

中鳥井線

神川中原線

桜　原　線

皆　倉　線

遊　喜　線

小計7線

780

1072

1471

4575

4470

2212

394

14975

路線名延長（米）

　1号町］道

京ノ峯線2291
池田根占線　5027

厚　ケ　瀬　ホ泉　　6962

久　持　線　9188

松　尾　線　7371

日　町　線　531

浜　添　線　302

中　町　線　415

町ノ上線115
SNノ　　田丁　　線　　535

，］、　　　　　言1　　1032542

　
　

大
根
占
小
学
校
の
欽
筋

式
校
舎
改
築
工
事
の
起
工
式

H
が
十
月
二
十
八
日
、
関
係

起

者
多
数
が
集
ま
っ
て
行
わ

實
設
簑
児
島

旬
市
の
田
中
組
が
九
百
二
十

鉄

二
万
八
千
円
で
落
札
、
本

　

年
度
二
階
建
七
教
室
が
三

　
　

月
二
十
日
ま
で
に
完
成
す

　
　

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
旧
校
舎
の
古
材
を
利

用
し
て
、
百
四
万
二
千
円
C
、

国
県
出
牛
尤
機
関
等
の
合
同
庁
舎

も
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

け
ん
銃
を
み
つ
け
た
ら
す
ぐ
警
察
へ

十
1
月
l
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の

l
ヶ

月
間
［
け
ん
銃
発
見
届

一

出
運
動
」
を
県
下
い
っ
せ
い
に

お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

け
ん
銃
は
、
　
1
般
の
人
が
持

つ
こ
と
を
か
た
く
禁
じ
ら
れ
て

い

ま
す
。
猟
銃
や
空
気
銃
な
ど

は
、
正
規
の
手
続
き
を
と
れ
ば

1
般
の
人
で
も
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
け
ん
銃
は

ゆ
る
さ
れ
て
い
ま
せ
旦
猟
銃
空
気
銃

　
　
　
　

①

も
と
璽
刀
剣

（
写
頁
は
そ
の
起
工
式
）

き
た
も
の
、
②
記
念
品
一
ぐ
届
け
れ
ぽ
罰
さ
れ
ま
せ
ん
。

思
い

が
け
ず
’
み
つ
け
た
も
の

で

も
’
そ
の
ま
s
持
っ
て
お
れ

ぽ

違
反

者
と
し
て
澗
さ
れ
ま
す

　
昨
年
一
年
間
に
、
け
ん
銃
を

使
っ
て
人
を
殺
し
た
り
、
け
が

を

さ
せ
た
り
し
た
事
W
は
全
国

で
九
十

二
件
で
す
。

鹿

児
島
県
内
で
は

け
ん
銃

　

十
二
ち

ょ
う

け
ん
銃
弾
　
九
十
三
発
　
　
　
［

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
七
十
四
ち
ょ
う
一

　
　
　
　
四

百
三
ふ

り
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

　
け
ん
銃
を
み
つ
け
て
も
、
す
一

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

1

や
形

見
な
ど
と
し
て
上
早
く
、
も
よ
り
の
警
察
署
、
派
｛

ま
っ
て
あ
る
も
の
、
③
一
出
所
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　

十
l
月
二
十
六
日
～
十
二
月
二
日

◎

危
険
物
火
災
の
防
止
ガ
ソ
リ
ソ
、
石
油
な
と
の
取
扱
い
は
と

く
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
貯
蔵
場
所
も
、
今
1
度
点
検
し
て

み

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
◎
電
化
火
災
の
防
止
こ
れ
か
ら
は
電

一
気
ス

ト
ー
ブ
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
季
節
、
コ
ン
ロ
や
ア
イ
ロ
ン
、

電
気
釜
な
ど
配
線
の
不
良
か
ら
事
故
が
起
り
が
ち
て
す
。
器
具

’

設
備
を
よ
く
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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い

よ
い
よ
麦
、
菜
種
の
植
付

甘
藷

の
収

穫
と
忙
し
い
毎
日
が

続
き
ま
す
。
作
業
は
順
序
よ
く

計
画

的
に
行
い
ま
し
ょ
う
o

　
　
◎

菜
　
柿

　

移
植
栽
培
で
は
、
今
月
の
下

毅
霧
漂
嬬
幽
舗
諜
礫
纏
髄
ぱ
締
鍵
些
鵠
講
当
賛
鋼
報

差
な
く
、
地
力
の
維
持
に
も
な

り
有
利
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

項

か

前
後
し
ま
す
が
こ
の
方
法

を

友
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
庇

セ

ン

チ
（
二
尺
）
と
し
て
間
作
に

る
。
　
　
　
　
頁
通
し
不
良
に
よ
る
病
害
の
発

　
種
子
川
の
も
の
は
降
知
前
に
一
生
が
多
い
の
て
最
後
で
十
五
セ

堀
取
貯
蔵
す
る
こ
と
が
大
切
で
l
ン
チ
（
五
ポ
，
株
川
に
な
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
む
　
ハ
が
の
も
の
を
て
き
る
だ

旬
頃
か
秀
の
上
旬
（
苗
登
児
島
裸
の
場
く
．
は
　
顯
腋
瞥
な
い
よ
う
て
い
ね

酬
許
）
（
謬
霧
鴇
当
耐
詫
耀
魁
曇
聾
ユ
妥
撫
詫
塁

謡
踊
纏
縫
誌
難
難
詩
辣
鷲
亮
頭
敗
妥
欝
お

　

し
て
　
さ
い
　
の
　
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
サ
　
す
る
と
よ
い
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
む

lu
（約
十
ノ
）
塩
加
七
、
五
キ
・
型
力
而
て
は
二
十
五
日
ま
で
）

：（
約
1
1
ノ
）
石
灰
七
五
キ
n
か
ら
に
必
ず
播
秤
を
終
え
る
よ
う
に

ひ
三
埠
誤
糟
琶
担
ぽ
擁
⑪
駐
棚
銚
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
営
　
備
を
せ
ね
は
な
ら
な
い
o

　

な
お
へ
　
ロ
が
ウ
ヤ
ア
フ
ぬ

ア

ブ
ラ
虫
（
ヌ
ィ
・
の
発
生
し
て
　
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
か
ん
ら
ん

肥

（
ル

ー
ピ
ン
）
の
作
付
を
な
一
す
。
軌
期
を
早
め
る
た
め
出
来
か
D
D
T
、
硫
酸
ニ
コ
チ
ン
、

す
作
式
と
し
て
莱
種
を
一
メ
L
る
だ
け
追
肥
は
さ
け
る
。
　
　
　
テ
ツ
プ
マ
ラ
ソ
ソ
乳
剤
等
て
防

諸
三
＋
八
キ
三
追
肥
も
開
花
し
た
ら
や
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
一
、
う
。
肥
川
は
油
粕
＋
五
キ
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

1

に
遅
れ
て

い

る
が
間
引
し
ま
し
一

よ
う
。
生
育
の
状
態
に
応
じ
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

l

　
n
毎
に
気
温
が
降
る
よ
う
に
一
知
竹
は
中
旬
ま
て
に
舶
付
け
ま

な
る
が
今
月
は
今
迄
に
植
付
旦
し
・
う
・
植
付
け
“
川
に
石
灰
を

か

ら
二
十
キ
・
と
木
炭
三
十
キ

u
位
が
過
当
で
あ
る
。
な
お
ウ

ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ
や
エ
カ
キ
ム
シ

等

の
防
除
に
も
留
意
し
て
優
口
加

を

た

く
さ
ん
作
り
出
し
ま
し
ょ

う
o
　
◎

玉
ね
き

　
早
出
用
と
し
て
の
1
1
塚
、
愛

ら
れ
た
野
菜
の
生
．
促
濃
留
一
や
る
こ
と
と
肥
料
は
有
機
質
肥

息
す

る
と
同
時
に
、
ま
だ
W
付
i
；
を
b
l
体
に
し
・
り
ん
さ
ん
や

け
さ
れ
な
い
も
の
で
適
期
の
も

に曇
鷺
顯
翻
編
一
響
耀
翼
相
当
早
く
［
鷲
鷲
鵠
翼
・
夏
は
お
す
す
め
ξ

◎

所

得
税
第
二
期
の
納
期

　

で
す

　
今
月
は
申
告
所
得
税
第
二
期

分
の
納
期
に
な
つ
て
お
り
ま
す

　
す
で

に

皆
様
の
お
手
n
に
は

納

付
書
も
届
き
ご
準
備
中
と
存

じ
ま
す
。

　
本
月
は
事
業
税
の
納
期
も
一

緒
に
な
り
ま
す
の
で
ご
苦
労
も

多
い
と
存
じ
ま
す
が
納
期
限
十

一
月
三
十
日
ま
で
に
は
、
必
ず

山

く
の
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
に

お

納
め
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
（
鹿
屋
税
務
所
）

◎

米
の

代
表
者
売
渡
制
度

　

実
施
に
つ
い
て

加
里

肥
料
も
川
当
や
ら
ね
ぽ
な

ら
な
い
。
枠
準
肥
利
は
元
肥
に

邦
肥
一
、
石
○
○
キ
・
油
粕
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

o
ヒ
ロ
、
過
右
五
十
キ
ロ
木
炭
一

五
十
キ
・
、
下
肥
四
〇
〇
キ
・

一
を

標
埠
と
す
る
。

1　
定
植
は

川
巾
一
メ
ー
ト
ル
八

十
セ

ン

チ
、
柵
一
撤
木
柚
て
株
間

一

ト
セ
ン
チ
条
問
二
十
石
セ
ン
チ

十
ア

ー
ル
当
り
三
万
一
千
本
位

に

密
舶
と
す
る
。
植
付
け
の
際

深
杣

と
な
ら
ぬ
よ
う
身
　
泉
の
一

分
岐

点
以
下
を
を
埋
め
る
よ
う

に
す

る
。
コ
ね
ぎ
は
土
に
水
旧

に
栽
培
さ
れ
る
か
困
る
こ
と
は

雑
草
の
生
え
る
事
で
、
除
草
に

手
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
が

除
草
剤
を
使
川
す
る
と
よ
い
。

ク
ロ
ロ
一
P
C
は
、
卯
農
試
で

も
好
成
績
を
挙
げ
て
い
る
。
十

ア

－
ル
当
り
四
百
円
位
の
経
費

で
l
l
l
［
月
中
旬
頃
ま
で
除
草
n
的

を

達

せ

ら
れ
る
の
で
仏
而
積
栽

●

　
　

予
約
数
量
を
売
り
波

　
　

し
た
生
産
者
又
は
予

　
　
約
し
て
い
な
い
農
家
一

，

　
が
米
を
政
府
に
売
り
一

　
幽
渡
す
場
合
に
、
生
産

　
］
者
の
個
人
名
儀
で
な

　
　

く
’
代
表
者
を
通
じ

　
　

て

売
り
波
す
こ
と
が

t

　
　

で
き
ま
す
。

　
　

代
表
者
は
、
生
産
者

。

　
　

の
代
表
ま
た
は
指
定

　
　

徹
木
荷
業
者
が
な
る
こ

　
　

と
が
て
き
ま
す
。

　
　

予
約
を
完
遂
し
た
力

　
t
、
ま
た
は
予
約
を
し

　
　
て

い

な
い
農
家
で
も

一
　

　
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
’
余
剰
米
は
政
府
に
売
り

渡
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎

石
川
島
ブ
ラ
シ
ル
造
船

　

所
技
術
移
住
者
募
集

　
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
の
新
し

い
道

と
し
て
農
業
移
住
者
で
は

な
い
技
術
移
住
者
の
募
集
が
行

わ
れ
て

い
ま
す
。

　
R
5
・
者
は
十
ご
月
l
日
ま
で

に

経
済
課
へ
申
し
こ
ん
で
く
だ

さ
い
。

◎
学
歴
は
高
小
ま
た
は
新
制
中

　

卒
、
造
船
所
で
三
年
以
上
経

　

験
の
あ
る
者

・

◎
年
令
は

二
十
才
以
ヒ
ニ
十
八

　

才
ま
て
（
と
く
に
優
秀
と
認

　

め

る
も
の
は
三
十
五
才
ま
で

◎
原
則
と
し
て
独
身
で
あ
る
こ

　

と
、
経
験
五
年
以
上
の
者
は

L　

妻
一
人
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一
人
の
家
放
も
ち

　

で

も
よ
い
。
家
族
は
設
備
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で
き
て
か
ら
渡
航
す
る
。

◎
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考
は
十
二
月
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日
ま
で
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行
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れ
る
。

◎

ヒ
ヨ
コ
の
申
し
込
み

　

最
近
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た
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熱
が
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活
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賠
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場
で
は
、
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年
春
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ヒ
ヨ
コ
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す
で
に
予
約
済
と
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う
と
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ろ
も
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り
ま
す
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れ
で
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の
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入
希
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者
は
早

目
に
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課
に
お
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込
み
く
だ
さ
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。
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十
円
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度
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。

　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
課
）

◎

恩
給
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保
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庫
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し
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民
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融
公
仲
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恩
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貸
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は
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月
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；
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ら
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十
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全
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地
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ま
で
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十
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用
臼
闘
認
甦
聞
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弐
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そ
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態
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査
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る
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画
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を
実
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本
年
度
は
里
方
面
の
水
田
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な
い
と
来
年
に
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り
ま
す
の
ヵ

瓢
雛
霞
舗
儒
翌
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意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
．
早
一
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に
手
続
き
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一
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え
で
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求
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な
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も

あ
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。
一
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係
に
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相
談
く
だ
さ
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填
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れ
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